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緒 言
1953年 R.L Mayerら1)は Mycobacteria,
Actinomycetes, Streptomycetes が カビと形
態的に近似の関係を有することか ら,カビの発






以来 thiourea誘導体の試験 管 内 実 験,動
物実験,臨床実験の成績については 多 くの 報
告2)-18)があるが, 動物実験 に於て有効であっ
た数種の化合物以外の thiourea 誘導体につい













実 験 材 料
1. 培 地
10%牛血清加 Kirchner培地
2. 検 体 溶 液
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実 験 成 績












表 3は diphenylthioureaの 1つの benzene
核に alkyl去又は alkoxy基を 1つ導入 した





に alkyl基, alkoxy某をそれぞれ 1つ ず つ
導入 したものである｡ 置換基が orthO-orth(～,
ortho一metaにあるものは抗菌力を示さないが,
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≪ヨーNHCSNHく さ -10C2H5

























































































∈ ≫-NHCSNH-∈ ヨ OーCH3
CH3
/
∈∋ 一NHCSNH-≪ ∋ 一〇C2H5
OCH3
/
























- 28- 京大結研紀要 第14巻 第1号
ortho-parA にあるもののうち par丘
の位置にethoxy基のあるものの中には MICが 12.5γ/ml
とやや強い抗菌作用を示 した も の が あった｡
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総 括 及 び 考 接


































































































H3C-∈ ≫-NHCSNH く≡ 〉-COOH
























~"i MIC 十 両南蛮斉匝 mMIC

































































り,両 benzene核の para の位置に ethoxy
基を有する52番の 1,3-di-(p-ethoxyphenyl)-






ea,それを ester化 した表 6の化合物,表 7の
1-phenyト3-carboxypheny1-2-thiourea, 及び
それを ester化 した表 8の誘導体などにも見る
べき抗菌力を示 したものはなく, ester化によ
りやや抗菌力が強まったものもあるが,いずれ
も弱いものであった｡
即ち,ここでとり上げた thiourea 誘導体,
特に diphenylthioureaの para,para位に置
換基を有するものの中には,かなり強い抗結核
菌作用を示すものがあり,抗結核剤として有望
ではあるが,いずれも水に対する溶解性が悪 く,
この欠点が動物実験,臨床実験に於て thiourea
の抗結核効果を十分挙げ得ない原因であると考
えられる｡ 従って今後は, diphenylthiourea
の para位の置換体で水溶性の良好なものを探
索するという方向にすすむべきで,そうすれば
或は一層強力な抗結核作用をもつ化合物が発見
される可能性があるかも知れないと思われる｡
稿を終るにあたり,検体を合成して下さった京都薬
科大学藤川福二郎教授,平井邦夫助教授に深く感謝い
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